
統計力学演習　第4回　小正準分布 2012年 5月 15日

問題 1 [小正準分布による 2準位系の計算]

N 個の磁性原子からなる磁性体を考える。各磁性原子は上向きスピン、下向きスピンの 2状態
をとるとし、その磁気モーメントを µとする。磁性体には磁場Hがかかっていて、各原子はス
ピンが上向きの時は−µH、下向きの時は µHのエネルギーを持つ。

(1-1) N 個の磁性原子のうち上向きスピンの数がN↑であるとき、磁性体の全エネルギーEを
求めよ。

(1-2) N個の磁性原子のうち、上向きスピンの数がN↑となるような微視的状態数W を求めよ。

(1-3) ボルツマンの公式 S = kB logW から、エントロピー Sを計算せよ。その際、スターリ
ングの公式 logN ! = N logN −N を用いよ。

(1-4) 熱力学の公式1/T = ∂S/∂Eを用いて、温度Tの関数として磁性体のエネルギーE = E(T )
を計算せよ。

(1-5) 横軸:温度 T、縦軸:エネルギーE(T )のグラフの概形を描け。
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